
中期
重点事項 具体項目・本年度目標 具体的方策

◎分かる、できる授業の充実
「授業で学習したことが分かった（できた）」と回答
する生徒を80％以上にする。

・単元（題材）の中で、「予習→授業→復習」の学習サイク
ルを研究する。
・ICTを効果的に活用しながら、授業における生徒の活動
時間を保証する。

個に応じた学習指導の充実
「授業や家庭学習で、自分なりにやり方を考えた
り、内容を選択したりすることができた」と回答する
生徒を80％以上にする。

・授業の中で、自己決定の場を設定する。
・充実した選択学習になるよう個別に助言する。

自己指導能力の育成
「適切な言葉や行動を、自ら考え、判断し実行する
ことができた」と回答する生徒を90％以上とする。

・生活チェックリストを活用し、日頃の言葉や行動を振り返
る場を設ける。

◎自己存在感を感じる活動の充実
「自分の役割を果たすことで、集団（学級、学年、
学校、地域）に貢献できた」と回答する生徒を90%
以上とする。

・生徒会活動や学校行事等を通して、全生徒に役割を与
える。

健康保持の意識づくりと実践
「健康維持と体力向上に努めて学校生活を送るこ
とができた」と回答する生徒を90%以上にする。

・保健や食に関する取組や保健体育の授業を通して、健
やかな体づくりの大切さを考えさせ、実践させる。

◎心の安定を図る、心の変化を見取る取組
「学校は安心して活動に取り組める場所である」と
回答する生徒を１００％にする。

・ポジティブ教育、QU、定期的なアンケートおよび教育相
談の実施により、居心地の良い学級づくりに努めるととも
に、生徒の心の状態を把握し、問題の早期解決に努め
る。
・共有シートや支援シートを活用して情報の共有を図り、
個に応じた支援を行う。
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＜業務改善のための取組＞
・諸会議の簡略化、効率化を進める。会議資料の電子化で、ペーパーレスを進める。
・「部活動ガイドライン」に基づいて部活動運営を行う。
・業務改善に向けた情報交換会を実施する。

「進取」 「精思」 「創造」
校 訓

つながりあい 学び合い 高め合う生徒の育成
教育目標

○全職員が一体となり、意図的・計画的・組織的に教育活動に取り組む学校

○安全で安心な教育環境で、活気と笑顔のある学校

○生徒・保護者・地域に信頼される学校

めざす学校

○自ら学び、自ら考える生徒

○豊かな心で、自他を尊重し支え合う生徒

○心身ともに健康でたくましく活動する生徒

めざす生徒

保護者の願い

地域の願い

たくましくやり抜く子

思いやりのある子

自己表現できる子

地域を愛する子

生徒の実態

素直で礼儀正しい

物事に熱心に取り

組む

やや積極性に欠け

る


